
 

 
 
 
 
 

JICA 四国が実施する、青年研修「保健医療 / 地域保健医療実施管理コース」の 17 名のフィリ

ピン人研修員が11月23日、24日に徳島県を訪問します。 

フィリピン国保健省は地方分権化以降、保健改革を効果的に施行するため自治体の財政強化を最

重要課題としています。その背景には、保健医療予算が州予算全体の 3～5 割を占め、自治体財政

を圧迫している、保健医療財源の恒常的不足により薬剤の安定供給や人材確保が困難である、自

治体の財政事情の格差が保健医療サービス格差につながっている、といった問題があります。保健

省はまた、2005 年からは改革を集中化させた Fourmula One1政策を全国で実施し、重点地域16 州で

ドナー協調により地域保健システム強化を集中的に実施しています。 

今回、徳島県入りする研修員 17 名は、直接、患者と接する看護師、栄養士や保健師、助産師、

また、NGO職員など。徳島県内での研修は、23日（月）「ブルーヴィラあなぶき」、24日（火）

木屋平診療所において実施予定です。いずれも地域医療、僻地医療に取り組む講師陣です。 

 
◆ 11月23日（月） 
16：00～17：00 【講義】地域医療を守る会：副会長 石本ちえこ市 
17：10～18：30 【講義】さくら診療所、海部病院：医師 渡部 豪 氏 
19：00～ 【ディスカッション】さくら診療所：所長・医師 吉田 修 氏 

（石本氏、渡部氏と食事を囲みながら） 
◆ 11月24日（火） 
09：00～17：00 木屋平診療所視察 
12：30～13：30 【講義】自治医科大学医学部臨床講師 藤原 真治 氏 

 
本研修を通じて研修員が多くの情報や知識を得て、フィリピンにおける「地域保健医療」の発

展に活かすことが期待されています。 
なお、本研修は一般社団法人セカンドハンドとの共働で、行うものです。 

 

                                            
12005年から効果的･効率的・公正な保健システムの確立を目的とし、地方自治体を中心

にした保健改革（財政基盤整備、ガイドライン整備、ガバナンス強化、サービス向上）

を実施する政策。 
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フィリピンから保健医療分野の研修員 17 名が徳島県に！ 

～日本における地域保健医療実施管理について学びます～ 


